
 

質疑回答書 

          平成２９年１月２６日  

          

 

契約番号 ４２９２０００７１２ 

件  名 平成３０年度 大山田小学校他１校スクールバス運行業務

委託 

 

 

質  疑 回  答 

１ 使用する車両について、「児童・生

徒が全員乗れる大きさの車両」等の

記載がなされていますが、「児童」は

小学生、「生徒」は中学生を指す意味

であり、小学生は正座席に着席でき

る状態での運行が必須、中学生は補

助席を使用しての運行、或いは立席

での運行（立席として乗車人数が確

保されている場合）が可能と解して

宜しいですか。 

 

２ 予備車両について、「路線ごとに１

台以上の予備車両を確保する」等の

記載と、「予備車両として同一の車両

を複数の路線に記載して差し支えな

い」等の記載がなされています。 

  この意味は、複数路線を運行する

について当該複数分の予備車両を確

保しなくても、最低限の車両で複数

路線の予備車両として対応出来得る

ならそれで可と解して宜しいです

か。 

 

１ 貴見のとおりです。ただし、大沢線

の復路については小学生が補助席を

使用することを認めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 貴見のとおりです。なお、路線によ

って運行する車両の大きさが異なる

状態で落札した場合は、それぞれの大

きさの予備車両が必要になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 



※この回答に対する質問は受付できません。 

３ 落札候補者の通知を受けた段階で

年間契約に関する事項を提出すると

なっていますが、その時点で使用す

る車両については購入予定等で、確

実に業務履行には間に合うべく確保

はされているが、未だ登録番号が確

定でき得ない場合に、当該事項書の

９．使用する車両（車両登録番号）

を如何に記載すれば宜しいですか。 

３ 車台番号を記載してください。 


